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中国保険事業の現状および発展動向
呉 耀宗
1．経済改革以前の中国の保険事業
経済改革以前の中国の保険事業については， 1949年の新中国の成立当初に
遡ることになる。その当時は，l日中国の民族系保険事業を整理し，改造すると
同時に，ソ連の国家保険の経験を借り，中国人民保険公司を設立して，国内
の保険市場を統一していた。人民保険公司の基本任務は「国家財産を守り，
生産の安全を保障し，物資の交流を促進し，人民の福祉を向上させる」とい
うことであった。それによって，中国の保険事業史上の新たなーページが開
かれ，人民自身による保険事業がスクートしたのである。
中国人民保険公司が成立してからは，火災保険，財産保険，物資運輸保険，
運輸道具保険，農業保険，旅行者意外傷害保険，輸出入貨物運輸保険，自動
車保険など各種各様の保険業務が展開されてきた。建国後の最初の10年間
は，全国に1,300の本・支社があり， 50,000人あまりの職員， 3,000余りの代
理店があった。支払った保険金が， 4億元に上り，国家のために準備金と建
設資金が9億元も蓄積されていたので，保険事業は，経済発展と人民の生活
の保障には大きな役割を果してきた。
しかし， 1958年になると，保険事業は当時の＂極左理論”と｀｀極左思潮”
の影響を受けて中止された。その極左理論によると，保険は，社会主義制度
のもとにおける「袋入れ替」というもので，つまり資金を財政の袋から保険
の袋に入れ替えることであるから， 存在する価値は一つも無いと考えられ
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た。それに加えて，極左思潮によれば，社会主義国家と集団が，人びとの衣
食住，冠婚葬祭，ゆりかごから墓場までの世話をすることなどを全部負担す
るから，保険はもういらないというものであった。社会主義こそ，最大の保
険なので， 保険の歴史的使命はもう果されたとし， 以後1958年に西安での
「財貿工作会議」において，国内の保険業務を中止することが決定され，そ
れによって中国人民保険公司は1959年から対外保険業務のみを営み，行政上
においては，中国人民銀行に隷属するようになった。そのとき，中国人民保
険公司の本社に 9人の従業員が残され，「9人喪儀委員会」と呼ばれていた。
しかし残された対外保険業務もスムーズに発展して行くことはできなかっ
た。 「文革」の10年間，対外保険がプルジョアの法的権利を保障するものな
ので，打ち攘されなければならないと言われ，対外保険業務も大きな打撃を
受けた。それ以後は周恩来総理の指示で，対外保険業務は打ち毀されること
を免れた。 1979年の中国共産党の「十一回三中全会」以後，「撥乱反正」と
いう政策を実施したことから，保険事業は甦った。以上から見て，中国の保
険事業の歴史は多難なもので，総括して言えば， 「49年に設立し， 59年に中
止され， 69年に打ち毀され， 79年に甦える」ということで，ちょうど10年ご
とに一つの転機を迎えている。
中国の保険事業の発展を制約する要因は，以上に述ぺられたもののほかに
主に中国の経済休制改革にかかわっている。言い換えれば，中国の保険事業
の発展は経済休制改革の産物であると言える。改革が無ければ，保険の今日
も無かったであろう。従来の硬直的な経済制度と伝統的「産品経済」の観念
を変えなければ国内の保険事業が再開することは考えられない。なぜなら，
改革は，保険事業の再開と発展の根本的な原因で，決定的な役割を果すから
である。それに対して，改革を一層推し進め，成功させるためには，保険事
業への協力が必要であり，両者が互いに促進しあうことが重要である。
2．中国の保険事業の現状
現在の中国の政治と経済の情勢は，新中国が成立してからもっとも良い時
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期にある。この良い時期においては中国の保険事業は，その発展に優れた環
境を提供している。 80年に国内の保険事業を再開してから，すでに 7年経っ
たが，この7年の間に，中国の保険事業は速いスピードで発展し，拡大して
いる。国内保険業務の発展ぶりを具体的に見ると，地方にある国営企業の中
で，保険に加入しているものが 80％を占め，全国では 8,000億元の財産が保
険に加入ている。保険は地域別に見ると，都市部および農村部においてもと
もに普及し，農村部の契約保険金額は26％を占めている。対象別に見ると，
国営企業集団経済，個体経済および広い都市と農村の住民の多くに受け入
れられてきた。全国では，家庭財産の保険に加入しているのは， 5千万戸あ
り，その中には農村が70％を占めている。保険の種類を見ると，再開初期の
単ーな企業財産から，現在は 200種ほどに拡大してきている。対外保険も，
80年に再開された当時の20種から，硯在の100種あまりにまで増加してきた。
例として，人民保険公司は 7カ国の12の石油開発ク．）レー プの23の石油会社と
各種の保険契約を締結した。その内容は，石油開発過程における財産保険，
第三者総合責任保険，井噴保険，油汚染保険，貨物運輸保険，飛行機，鈷井
船と供給船のあらゆる保険，労働者保険，および責任保険を担当した。その
ほかに，合資の大型工事保険も担当した。たとえば翠布革水力発電所，大亜
湾の原子力発電所，平朔炭鉱，沙角発電所および合資の大型飯店の保険，た
とえば，長城飯店，廣州の中国大酒家，拉薩飯店など保険の種目を言うと，
火災保険，機械破損保険，電脳保険，利潤損失保険，旅行者責任保険，雇主
保険，職員忠誠保険，自動車保険などがある。これらの保険によって，外国
の顧客がすべての必要な保険保障をもらえ中国に投資することができ，不安
を除去し，投資意欲を高める結果となった。それと同時に，国際二重保険業
務も展開しつつある。 いまでは， すでに 130カ国あるいは地域で 1,300の同
業会社と業務関係を確立しており，そして，香港，襖門のほかにシンガボー
）レ， ロンドン，ニューヨークなどの数十力所に保険機関を設立し，従業員数
も1,000人近くに達している。以上の行為は，世界各国の保険同業者との友
好関係を深めた。現在の中国には， 人民保険公司の機関が 3,000ぐらい存在
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している。従業員も 6万人に達している。 これまでの7年間に保険料140億
元を徴集し，賠償事件を 250万あまりを処理し， 保険金支払金額約54億元を
支払った。国家には税金40億元を納め，諸種の責任準備基金40億元を設定し
た。
中国人民保険公司は，近年，災害を防ぐことを重点的に取りあつかってい
る。これは，単に賠償業務を軽減するばかりではなく，社会財産の安全を保
障し， 社会再生産の拡大を支持するためである。中国の「財産保険契約条
例」の規定によると，契約を締結した当事者両方は，ともに労働者と保険財
産の安全を保膜する責任を持っている。保険公司のほうは，つねに保険事業，
所を検査し，関係を持つ各方面に，改善の議案を提出している。それに加え
て，保険料から一定割合の防損基金を引き当て，保険公司が施設を安全に改
善し，防損設備の材料購入を援助することによって，被保険者と共に災害と
損失を予防している。概して，近年来，中国の保険事業は大きな発展を実現
した。現在は，中国の保険事業が設立して以来のもっとも良い時期にある。
3.中国保険事業に存在する主要な問題
中国の保険事業は，大きな成果をあげてきたが， まだ色々な問題が存在
している。その主なのは次のような事柄である。
① 体制が完全には調整されていない。今は，中国人民保険会社は一元化
の保険管理体制である。「政企不分」，「条決分割」，縦割的な垂直指導，過度
集中，独家経営で，活性化に乏しい。この二，三年の間にはすこし改善した
が，まだ完全には解決していない。これは保険事業の発展にとっては大きな
障壁である。
R 保険業務の領域は，狭くて経済休制改革の要求におしやられている。
現在の業務範囲では， 主に各種の財産保険と， 生命保険が開始されている
が，社会保険はまだ模索中で，責任保険はまだ広く展開していない。信用保
険もまだ取り扱われていない。農業保険も客観的需要とは大きな開きがあ
る。機関の設置， 人員の配置およぴ技術， いずれにも実際の需要に適応せ
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ず，満足できない状態である。
⑧ 経営管理も保険事業における一つの弱い面である。保険事業が回復し
て以来時間がまだ経っておらず， 人材の質も低く， また管理の経験が少な
く，制度も不完全なものであるうえ， 「官僚主義」の影響で仕事の水準が低
く，科学性に乏しい。
以上，これらが今日のわが保険事業に存在する主な問題である。
4.中国保険事業の将来
保険事業は再開して以来，まだ歴史が洩くあまり多くの分野に進出してい
ないが，中国経済体制の発展，とくに経済体制改革の推進につれて，中国の
保険事業の将来は前途洋々たるものがある。
① 所有制形式の変化と経営方式の多様化による保険需要の喚起
さきに述べたように，経済休制の改革は中国経済の所有制形式と経営方式
の大きな変化をもたらしている。まず所有制を見ると，十数種類の形式があ
る。また，経営方式も多種多様化している。例えば，集団経営，個体経営，
合弁経営，下請け経営，租賃経営，株式経営，などがある。このような変化
は，集中的に中国では，いわゆる「大釜ご飯を食う」かわりに自主独立的に
独立採算になりつつあることを示している。従来は，すべて国家と集団が責
任を担当し，企業は責任を持っていなかった。 それに対して今は， 「分短吃
飯」， 損益の責任は自分で持つようになっている。 国営企業でさえ自分は自
分の経営行為の責任を持っている。経営成績の悪い企業に対して，軽い方は
黄牌で警告し，重い方は法律によって，その破産を宣告する。そのため，各
企業は経営とくにリスク管理において，損失を回避するために， リスクの相
当の部分を保険会社に転嫁し，保険保護を獲得している。特に製品構造を調
整し，新製品試作あるいは新しい業務項目の開始がある場合には，経験が少
なく， リスクが大きいので，保険の保護を得る必要がある。そのほかに，基
盤が弱<,実力があまりない経済実休あるいは個別主体は， リスクを負担す
る能力が小さいから，慎しまないと，自己破産するばかりでなく法律上の責
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任を履行することができず，社会の安定に悪影響をもたらすことになる。そ
こで，所有制の改革と経営方式の変化および製品構造を調整する過程におい
て，保険を通して経済賠償制度を樹立する必要があるばかりではなく，それ
に保険を通して生産の発展と流通ルートの順調な流れを保障することも必要
になってくる。したがって，所有制の変革と経営方式の多様化は企業の各種
保険需要を拡大することになる。
③ 農村の経済体制改革による保険需要の喚起
近年中国の農村では重大な改革を行なっており，大きな成功を収めた。農
村経済が「封閉型」の生産構造からの商品経済になりつつあるのは，中国農
村の一つの顕著な変化といえる。以前の，＂食糧を綱とする”という局面を，
今は農林牧副漁・農工商運輸の総合型経済の目標に転化している。農村にお
いては生産規模の拡大，基本建設の施設増加，産業構造の調整および生活物
資の備蓄など，いずれもワンセットのそれにふさわしいリスク管理手段が必
要である。そのため，保険はますます農村の商品経済を発展するために不可
欠の経済保障制度となっている。具体的に言えば，農村の保険需要は，主に
の次ようなものである。
A.改革は農村の発展を推し進め，農村において余剰労働力がだんだんと
増え，産業構造の調整中において，多くの余剰労働力は工業生産に移り，地
元企業の発展が速まったが，各地の地元企業はまだ創設の初期で， リスク管
理水準がまだ高くなく，保険を通して保障する必要がある。これによって，
生産コストを安定化し，生産の連続発展を保証することになる。 ． 
B.農村の家庭連産下請け責任制は保険を必要としている。以前は人民公
社が負担していたが，いまは情勢が変ったため，自然災害にあうと，専業戸
はなかなかリスクを負担することができない。それで，多くの種植専業戸と
養殖専業戸は保険に依存してリスクを回避している。 1985年の第9号台風と
1986年の第7号台風は，ともに農民にもたらした損失が甚大であったが，保
険に入っている農民は相当の保険金をもらったので，農民の保険に入る要求
と意欲を強めた。
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C.中国は人口が10億あり，その中の8億は農村にいる。しかし，農民た
ちの老年生活，医療問題などは，まだうまく解決されていない。長期的な戦
略に立って考えれば，農民養老，医療保険と各種生命保険の業務を発展させ
る必要がある。
⑧ 社会保障制度の改革も保険による対する需要の喚起
中国の社会保険制度は改革しなければならない。その理由は，硯在の退職
金制度が「現状現付」の方式を実行しているから，当年の営業外の支出項目
を支払うのであり，職員が在職期間に蓄積してきたものではない。人口の老
齢化につれて，退職金も直線的に上昇し，国民所得の分配と再分配に悪影響
をもたらし，次の世代に重い負担をかける結果となるから，このようなやり
かたは必ず改革しなければならない。予測によると， 年齢構造からみて，
1994年になると，中国は老齢化国家の仲間に入る。すなわち， 60歳以上の老
人が総人口の10％以上占めるようになる。今でもある都市では，もうすでに
この割合に達し，あるいは超過している。そのほかに，今の退職金制度とし
て，退職金は各単位が自分で支払うので，一部の企業では退職金を支払う負
担が重すぎて， 老齢化が続くにつれ， 最終的に負担できなくなる日も必ず
来る。そこで直ちに，人口の老齢化に適応した社会保障制度の対策を模索し
なければならない。政府はすでに， はっきりこの必要性を指摘している。
＂七•五”期間に，形式が多く，項目や基準が異なる新しい社会保障制度を
真剣に研究し，確立しようとしている。
しだいに，政府機関，公共事業団体，全民所有制企業，集団所有制企業，
中外合弁企業およぴ外資企業の中国側の職員の各社会保険制度を確立してい
る。社会保障が社会管理として単位管理と結びつき，社会化管理を主とする
改革原則にしたがい，今後，保険公司によって社会保険を行なう事業は，必
ずさらに支持され発展していくであろう。私個人の意見としては，国家が老
齢年金を全部負担しないことを原則とするならば，将来の中国社会保障のモ
デルとしては，国家の保障は基本的には企業が補充的で，個人は自己預蓄と
いう儲蓄性個人保険がもっとも良いであろう。このモデルのもとに，社会保
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険機関（保険公司も含める）が行なう社会保険と人民保険公司の行なう各種
年金保険および生命保険業務に力を入れて発展させるべきである。
④ 消費横造の変化による保険の需要喚起
経済の発展につれて，中国人は温飽で満足する必需品消費の段階を終え，
個人発展，学習，体育，文化娯楽，旅行，社交などの新しい消費も静かに中
国の家庭に入ってきている。従来は，中国の家庭支出に食費の占める比重が
高かったが，今では，衣料費の比重がもっとも大きいシェアを占めている。
最も顕著な変化は耐久消費財がより普及し，ますます高級化してきたことで
ある。 「六・五」期間には，住民の需要は古い「三大件」（自転車， ミシン，
腕時計） から新しい「三大件」（洗濯機， 冷蔵庫， カラーテレビ）に変っ
た。値段の高い家庭電化製品が多く，一般庶民の家庭に普及することと，住
宅が商品化することによって， 家庭財産はますます人々の注目を引き，保
険に対する需要もますます拡大するであろう。総じて，改革は，中国の保険
事業に明るい将来を展開し，中国の保険事業の浩在力も大きいため，改革の
深化と経済はいっそう進展していくであろう。
